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1. 本誌は､物性の研究 を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見 を自由

に発表 し討論 しあい､また､研究に関連 した情報 を交換 しあうことを目的 とし

て､毎月 1回編集 ･刊行 されます｡掲載内容 は､研究論文､研究会 ･国際会議

などの報告､講義 ノー ト､特別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見な

どです｡

2. 本誌 に投稿 された論文については､原則 として審査は行ないません｡但 し､

編集委員会で本誌への掲載が不適当 と判断 された場合には､改訂 を求めること､

または掲載 をお断 りすることがあ ります｡

31 本誌の論文 を欧文の論文中で引用 される時には､BusseiKenkyu (Kyoto)63
(1994),1.のように引用 して下 さい｡

原稿作成要領

1.原稿は 2部 (オリジナル原稿及びコピー)提出 して下 さい｡

2.別刷 ご希望の方は､投稿の際に50部以上10部単位で､必要部数､別刷送付先､

請求先 を明記の上､お申 し込み下 さい｡

3.ワープロ原稿の場合

ワープロ原稿 を歓迎 します｡原則 として写真製版でその まま印刷 されますの

で､以下の点に注意 して原稿 を作成 して下 さい｡ (特に希望 される場合には､

こちらで タイプ し直す ことも可能ですが､経費の節約のため､で きるだけ写

真製版で きる原稿 をお願い します｡)

1)用紙はB5またはA4を縦 に使用｡ (印刷 はB5にな ります｡)

2)マージンは､上下あわせて約4.5cm､左右あわせて約 4cm｡

3) 1ページに本文34行､ 1行 に全角文字で42字｡

4)第 1ページは､ タイ トルはセ ンタリング､所属 ･氏名は右寄せに して､

余 白を十分にとって下 さい｡

5)図や表は､本文中の該当箇所に貼 り込み､図の下にキ ャプションを付 け

て下 さい｡

6)体裁 については､上記は一応の 目安ですので､多少の違いがあって もか

まいません｡

4.手書 き原稿の場合

1)原稿 は400字詰原稿用紙に丁寧に書いて下 さい｡

2)数式 は大 きく明瞭に書 き､ 1行におさまらない場合の改行箇所 を赤で指

定 して下 さい｡

3)数式､記号 の書 き方 は､Progress,Journalの投 稿規 定 に準 じ､立体

([)､イタリック (_)､ゴシック (W)､ギ リシャ文字 (ギ)､花文字､

大文字､小文字などを赤で指定 して下 さい｡本誌は立体 を基本 として タ

イプされますので､式に も必ず､イタリック､立体 を指示 して下 さい｡

また､著者校正はあ りませんので､特 に区別 しに くい文字や記号なども

赤で指定 して下 さい｡

4)図は写真製版で きる もの (こちらでは トレースはいた しませ ん｡) を図

の説明 と共に論文末尾 に揃 え､図を入れるべ き位置 を本文の欄外に赤で

指定 して下 さい｡



編 集 後 記

物理学者と社会的責任

日本物理学会託9月号 (1995年)の決議三に関する会長説明と会告を読んで､深 く失

望した｡日頃､原子力や地震問題で科学者と呼ばれる人々が市民の批判にさらされ､真剣

に考えたとはとても思えない回答をする場面に出会う事が多 くなって来たので､現実の社

会問題に対する科学者の無関心､無知に対して不安を感じていた｡それを証明するように

思えたからである｡

現在､チェルノヴイリ事故後 10周年を控えて､子供の甲状腺ガンなどが急増してい

る｡ 1) 広島 ･長崎の原爆の放射線被曝の被害は50年の長期にわたって､ガンを多発さ

せてきた｡一般に広島原爆の 1千発分の死の灰が蓄積している原発の事故は､チェルノ

ヴイリ事故のように地球規模に及ぶ｡チェルノヴイリ事故の被害として､百万人以上のガ

ン死者も予測されている｡--')

最近､チェルノヴイリの子供達の手記を読んだ｡ 3) 事故の起こった幼児期には事故の

意味も危険性も知らず被曝し､現在もなお汚染地に住み被曝し続けざるを得ない子供達､

何時､ガンや白血病に侵されるかも知れない子供達､自分達の子供が無事に生まれるか

どうかを心配しながら結婚を決意する若者達｡これらの人達の人生を変えたのはたった､

1基の原発の事故がもたらしたものである｡彼らは科学者や政府､大人達を批判するより

も､けなげに現実を受けとめて強く生きようとしている｡そして､子供達は､世界中で2

度と彼らのような不幸が起こらないようにと強く訴えている｡私達は日本や世界の原発は

大丈夫だと自信を持って答える事ができるだろうか｡

決議三は ｢- 日本物理学会は今後内外を問わず､一切の軍隊からの援助､その他一

切の協力関係を持たない｣と定めている｡ 軍事機関が一般的な基礎研究を援助する事は軍

事研究の視点から基礎研究を評価する事になる｡ 決議三の基本精神は ｢軍隊からの援助｣

を受けず､軍隊に協力もしないということである｡ これは軍隊からの援助によって､研究

が歪められ､ヒモつきになることを排し､世界の平和と人類の幸福のために科学を発展さ

せたいという精神を表したものであると考えられる｡

私が訴えたいことは､科学者の研究と生活が社会に支え.られている以上､科学者は社

会に貢献し信頼されるものでなければならないということである｡まして､チェルノヴイ

リ事故のように人々を不幸にするような事があってはならない｡核兵器を始めとする軍事

兵器の開発に対する責任､原子力開発に対する責任､地球温暖化や酸性雨などの環境問

題､現在の教育も重大な問題を抱えていないであろうか｡これらの問題は科学的な判断無

しに解決する事はできないと思う｡物理学者は全体としてその責任を誠実に果たして来た

であろうか｡最近､私が強く感じる事は､市民の科学に対する批判であり､科学者が信頼

も期待もされなくなっているのではないかという危倶である｡決議三を目障りと感じるの

が､研究を優先するために､社会的責任を回避したいという気持ちの反映でなければ幸い

であるo K.Y.(則天去私)

i)I.A.LiklLtareV,B.G.Sobokvan(II.A.I(ail･0.,Natul･CVOI.375(1995)365.
2)小出 裕幸 ;放射能汚染の現実を超えて (1992)北斗出版.
3)チェルノヴイリ支援運動 ･九州訳 ;私達の涙で雪だるまが溶けた一子どもたちのチェルノヴイリ

(1995)梓書院.
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会員規定

個人会員

1.会 費 :

当会の会費は前納制になってい ます｡ したが って､ 3月末 まで

に次年度分の会費をお支払い下 さい｡

年会費 lstVolume (4月号～9月号) 4,800円

2ndVolume(10月号-3月号) 4,800円

計 9,600円

お支払いは､郵便振替でお願い します｡当会専用の振替用紙が

あ りますので､下記 までご請求下 さい｡郵便局の用紙で も結構

です｡通信欄 に送金内容 を必ず明記 して下 さい｡

郵便振替口座 京都 01010-6-5312

2.送本中止の場合 :

送本の中止 は Volumeの切 れ 目しかで きませ ん｡ 次の Volume

より送本中止 を希望 される場合､で きるだけ早めに ｢退会届｣

を送付 して下 さい｡中止の連絡のない限 り､送本は継続 されま

すのでごi主意下 さい｡

3.送本先変更の場合 :

住所､勤務先の変更などにより､送本先がかわる場合は､必ず

送本先変更届 を送付 して下 さい｡

4.会費滞納の場合 :

正当な理 由な く2Volumes以上の会費 を滞納 された場合 は､

送本 を停止することがあ りますので､ご留意下 さい｡

機関会員

1.会 費 :

学校､研究所等の入会､及び個 人で も公費払いの ときは機関会

員 とみな し､年会費 19,200円 (1Volume9,600円)です｡学

校､研究所の会費の支払いは､後払いで も結構です｡申 し込み

時に､支払いに書類 (請求､見積､納品書)が各何通必要か を

お知 らせ下 さい｡当会の請求書類で支払いがで きない場合は､

貴校､貴研究所の請求書類 をご送付下 さい｡

2.送本中止の場合 :

送本の中止 は volumeの切 れ 目しかで きませ ん｡ 次 の Volume

より送本中止 を希望 される場合､で きるだけ早めにご連絡下 さ

い｡中止の連絡のない限 り､送本は継続 されますのでご注意下

さい｡

雑誌未着の場合 :発行 日より6ケ月以内に当会 までご連絡下 さい｡

物性研究刊行会

〒606-01 京都市左京区北 白川追分町 京都大学湯川記念館内

電話 (075)722-3540,753-7051

FAX (075)722-6339
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